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四
月
九
.
十
日

御
鎮
座
記
念
式
年
大
祭
奉
幣
祭

吹
貫
お
披
露
目
行
列
執
行

記
念
宝
く
じ
奉
祝
神
賑
行
事

十
月
八

・
九
・
十
日

記
念
例
祭

神
輿
大
巡
行

神
輿
奉
昇
巡
行
町
内
屋
台
総
出
動
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時評etifをけ中

平
成
・
一十・
二
年

祭

行

事

の

ご

案

内

物

品

"

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

御
神
酒

正
月
縁
起
物
多
数

7c 
日

授
与

※
元
日
午
前
零
時
よ
り
、

峰
期
会

(こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
)
が

. 

「
甘
酒
」
の
無
料
接
待
を

ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

一
月
十
四
日
(
金
)
午
前
七
時
4
3

焼

納

祭

(ど
ん
ど
焼
)

二
月

六
日
(日
)
十

一
時

節
分
還
暦
初
老
祈
願
祭

節
分
祈
願
祭
を
二
月
第

一
円
雌
に

執
行
し
ま
す
.

ご
参
列
希
望
の
方
は
、

多
数
お
申

込
み
下
さ

I ~ 
一

地
域
に
か
か
わ
ら
ず

新
年
祈
願
承
り
中

家
内
安
全

商
売
繁
盛

男
女
厄
年

合
格
祈
願

海
上
安
全

心
身
健
勝

会

社

隆

日

開
運
厄
除

学
業
成
就

大
漁
満
足

平
成
お
年
の
厄

年

(数
え
年
)

平
成
5
年
生

昭
和
臼
年
生

昭
和
例
年
生

昭
和
叩
年
生

附
和
特
年
生

昭
和
初
年
生

ゆ

歳
女
子
厄
年

お

歳

男

女

竹
山
蔵
女
子
大
厄

幻

歳

男

女

M
M

畿

大
厄
初
卓
也

引

巌

還

暦

回醐 脳棚橋嗣副・

久
村
嵐
山率
G
T
-
地
行

ニ
百
年
祭
を
一
年
後
に
控
え
、

例
祭
の
神
輿
渡
御
祭
で
拳
昇

(ほ

う
よ
ー
か
つ
ぎ
)
巡
行
が
実
現
。

実
に
五
十
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

神
輿
か
つ
ぎ
へ
の
最
大
の
課
題

で
あ
っ
た
人
員
の
確
保
は
、
七
月

に
発
足
し
た

「小
象
山
神
輿
会
」

が
、
同
じ
く
嘩
山
の
町
内
活
性
化

を
目
指
し
て
本
年
発
足
し
た
「
峰

山
を
愛
す
る
会
」
と
共
に
可
内
外

を
問
わ
ず
か
つ
ぎ
手
の
募
集
に
奔

走、

金
峰
神
社
の
神
輿
方
や
企
業

有
志
、
経
ヶ
岬

・
福
知
山

・
舞
鶴

の
各
自
衛
隊
隊
員
な
ど
、
各
方
面

か
ら
の
ご
参
加
を
得
て
、
当
日
は

六

O
名
を
超
え
る
人
員
が
輿
丁

(
よ
ち
よ
う
!
神
輿
の
か
つ
ぎ
手
)

と
し
て
加
わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
か
け
声
が
終

日
町
内
に
響
き
続
け
、
神
人
一
体

を
体
感
で
き
る
祭
礼
の
復
活
を
見

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。



例
祭
神
輿
渡
御
祭 

宵
宮
祭
に
屋
台
展
示
も

　

当
社
大
神
輿
は
丹
後
大
震
災
で
倒
壊

し
た
も
の
が
昭
和
五
年
に
再
建
さ
れ
て

お
り
、
以
降
今
日
ま
で
大
き
な
修
繕
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
痛
み
も
相
当
進
ん
で

い
ま
し
た
。

　

修
理
を
手
が
け
る
の
は
京
都
市
内
の

飾
り
金
具
師
で
、
明
年
の
例
祭
ま
で
預

か
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ク
レ
ー
ン
で
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ま
れ
て
運
ば
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

来
年
十
月
の
二
百
年
祭
記
念
例
祭
に

は
、
装
い
も
新
た
な
姿
で
戻
っ
て
く
る

予
定
で
、
記
念
行
列
の
象
徴
と
な
る
こ

と
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
区
山
屋
台
の
金
刀
比
羅
山
を
納
め

る
収
蔵
庫
が
境
内
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
車
屋
台
は
巡
行
前
に
組
み
立
て
、

終
わ
る
と
解
体
し
て
収
納
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
長
年
繰
り
返
す
と
傷

み
の
原
因
に
も
な
り
、
組
ん
だ
ま
ま
で

納
め
ら
れ
る
蔵
の
建
設
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
夏
よ
り
神
輿
蔵
に

近
い
場
所
で
建
築
工
事
に
か
か
り
、
本

年
の
秋
祭
り
を
前
に
竣
功
、
巡
行
を
終

え
た
屋
台
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
屋
台
の
見
学
も
し
て

い
た
だ
け
る
た
め
、
神
社
に
新
た
な
見

所
が
一
つ
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
十
日
午
前
八
時
、
例
祭
神
幸
祭

を
斎
行
、
ご
本
殿
か
ら
絹
垣
に
覆
わ
れ

た
御
神
霊
が
石
段
下
握
舎
の
神
輿
へ
遷

御
さ
れ
る
と
、
九
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ

長
柄
が
取
り
付
け
ら
れ
て
出
発
準
備
が

整
い
、
小
象
山
神
輿
会
会
長
の
先
導
号

令
一
下
、
午
前
九
時
に
神
社
社
頭
を
発

御
し
ま
し
た
。
本
通
り
を
北
行
、
京
銀

前
交
差
点
で
は
か
つ
ぎ
上
げ
て
折
り
返

し
、
小
西
川
大
橋
か
ら
杉
谷
へ
と
入
り
、

そ
の
後
は
例
年
同
様
台
車
で
の
巡
行
を

続
け
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
小
西
川

沿
い
芸
能
披
露
会
場
へ
と
至
り
、
再
び

か
つ
ぎ
巡
行
を
お
披
露
目
す
る
と
、
大

勢
の
観
覧
者
か
ら
大
歓
声
が
沸
き
あ
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
神
輿
渡
御
祭
に
は
金
刀
比
羅
山

（
泉
区
）
と
釜
堀
山
（
五
区
浪
花
）
須

賀
神
社
の
杉
若
神
楽
、
杉
若
太
鼓
が
出

動
、
特
に
釜
堀
山
は
実
際
の
巡
行
が
十

九
年
ぶ
り
で
、
屋
台
で
披
露
す
る
芸
能

も
金
刀
比
羅
新
地
の
踊
り
が
初
め
て
登

場
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
金
刀
比
羅
山
（
泉
区
）
と
春

日
山
（
二
区
上
）
が
境
内
に
一
週
間
展

示
さ
れ
、
九
日
に
は
「
宵
宮
祭
」
を
開

催
、
釜
堀
山
も
加
わ
っ
て
展
示
屋
台
が

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
初
め
て
秋

祭
り
に
参
加
す
る
民
謡
子
供
踊
り
を
皮

切
り
に
各
屋
台
の
お
囃
子
と
杉
若
神
楽
、

杉
若
太
鼓
の
奉

納
披
露
が
行
わ

れ
、
最
後
に
新

地
の
芸
妓
さ
ん

方
の
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
大
層

な
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

十
一
月
六
日
、
旧
峯
山
藩
京
極
家
ご

当
主
京
極
高
幸
様
が
峰
山
へ
ご
帰
省
、

当
社
で
峯
山
京
極
会
や
旧
士
族
会
の
共

同
社
、
神
社
総
代
等
が
参
列
し
て
、
京

極
家
繁
栄
祈
願
祭
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
山
泰
市
長
も
同
席
さ
れ

る
中
で
懇
親
会
を
開
催
、
地
元
峰
山
を

あ
げ
て
お

殿
様
の
お

国
帰
り
を

歓
待
す
る

こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

　

昨
年
十
月
に
始
ま
っ
て

か
ら
毎
月
開
催
を
重
ね
一

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

毎
回
必
ず
ご
参
加
さ
れ

る
方
な
ど
出
展
者
の
顔
ぶ

れ
も
定
着
し
て
き
て
お
り
、

「
他
の
場
所
に
は
な
い
こ

ん
ぴ
ら
さ
ん
の
雰
囲
気
が

気
に
入
っ
て
ま
す
。
」
と

の
声
も
聞
き
ま
す
。
　

段

ボ
ー
ル
ア
ー
ト
や
、
特
別

企
画
の
ワ
ン
デ
イ
カ
フ
ェ

や
い
や
し
の
お
へ
や
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
開

催
し
、
神
社
境
内
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
屋
外
開
催

と
し
て
い
る
の
で
、
天
候
の
影
響
が
大

き
く
、
雨
天
時
に
は
屋
内
開
催
を
行
う

な
ど
、
実
行
委
員
が
工
夫
を
凝
ら
し
て

回
を
重
ね
て
い
て
、
ゆ
～
っ
く
り
、
の

ん
び
り
、
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
を
目

標
の
一
つ
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

峰山子供踊り　初参加

釜堀山　新地芸妓衆の披露

新
嘗
祭
並
に

金
刀
比
羅
会
会
員
繁
栄
祈
願
祭

併
せ 

紅 

葉 

祭 

斎
行

産
品
市
も
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
儀
で
は
金
刀
比
羅
会
会
員
繁
栄
祈

願
祭
も
併
せ
て
斎
行
し
、
年
末
に
会
員

各
位
へ
お
頒
ち
す
る
神
札
と

御
神
酒
に
ご
祈
願
を
お
修
め

い
た
し
ま
し
た
。

　
　

　

今
年
の
紅
葉
祭
は
十
一
月
二
十
三
日

の
祭
日
に
新
嘗
祭
並
に
金
刀
比
羅
会
繁

栄
祈
願
祭
と
併
せ
て
執
行
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
気
温
は
低
く
て

も
雨
に
は
た
た
ら
れ

ず
、
主
役
の
紅
葉
も

見
事
に
色
づ
き
一
番

よ
い
状
態
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
に
は
山
上
本

殿
前
で
、
紅
葉
祭
特

別
祈
願
の
神
札
を
頒

ち
、
ふ
る
ま
い
の
バ

ラ
寿
司
に
は
四
百
名

が
行
列
を
つ
く
り
、

午
後
に
は
石
段
下
で
、

よ
さ
こ
い
踊
り
の
お

披
露
目
や
コ
ッ
ペ
蟹

の
特
売
な
ど
が
催
さ

れ
、
温
か
い
う
ど
ん

や
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の

各
種
模
擬
店
や
地
場

大
神
輿
大
修
理
へ

泉
町
屋
台
蔵
新
築

京
極
家
繁
栄
祈
願
祭

月 

例 　

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市　




